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講座５ 
3 ⽉ 14 ⽇（⽊）10:00〜16:00 ◇ おひとり様 15,000 円（税込）
新時代を迎える処理困難物の処理・リサイクル 

法規制によって取扱い⽅が個々に規定されている処理困難物。本セミナーでは雑品スクラップ、PCB 廃棄物、廃充電式電池、廃太陽光パネルなどの取扱い・処
理技術について最新の事例を紹介します。 

「雑品スクラップ取り扱いの最新動向」 メジャーヴィーナス・ジャパン株式会社 シニアコンサルタント 堀⼝昌澄⽒ 

「家庭系有害・危険廃棄物の状況について」（仮題） 株式会社ハチオウ 取締役副社⻑ 森 雅裕 ⽒ 

「ＰＣＢの現状と課題」 ⼀般社団法⼈⽇本 PCB 全量廃棄促進協会 会⻑ 加藤宣⾏⽒ 

「太陽光パネルのリサイクル ～適正処理と最終処分量の減量化に向けて～」 株式会社エーシー 環境リサイクル部 部⻑ ⼤友 潤 ⽒ 

「充電式電池の再資源化事業について」 ⽇本リサイクルセンター株式会社 代表取締役 増⽥耕⼀⽒ 

講座 6 
3 ⽉ 14 ⽇（⽊）10:00〜16:00 ◇ おひとり様 15,000 円（税込）
焼却・最終処分の今後と燃え殻ばいじんリサイクル 

ますます新規開設が難しくなる最終処分場と焼却施設。廃プラスチック類の再資源化が⾏き詰る中で、逆に適正処理・処分の需要は⾼まっています。幾つかの開設
計画はあるものの、特に中部・⾸都圏以東は供給不⾜が深刻化しています。今後の両事業はどのように推移していくのか。打開策の 1 つとして燃え殻・ばいじんのリ
サイクルもクローズアップされているが、厳密な受⼊基準と再⽣品の品質保持が⽋かせません。 

「基調講演 廃棄物最終処分・焼却事業の近況と今後の事業展開」 ⼤栄環境株式会社 執⾏役員 社⻑室室⻑ 下⽥守彦⽒ 

「管理型処分場の施設運営と将来展望」 仙台環境開発株式会社 企画開発室 主任 岡沼美⾹⽒ 

「首都圏の焼却市場の近況とこれからの展開」 株式会社ショーモン ミッションランド焼却処理棟 ⼯場⻑兼部⻑ 関場 修 ⽒ 

「中国の廃プラ輸入禁止と今後の焼却事業の展開＆燃え殻・ばいじんリサイクル」 

有限会社築館クリーンセンター 代表取締役社⻑ 柏⽊ 裕 ⽒ 

「安定型・管理型 最終処分場の運営管理と事業見通し」 株式会社ミダック 代表取締役社⻑ ⽮板橋⼀志⽒ 

講座７ 
3 ⽉ 15 ⽇（⾦）10:00〜16:00 ◇ おひとり様 15,000 円（税込）
⾼齢化社会に対応する遺品整理・お⽚づけビジネスの着眼点 

⾼齢化が進むわが国で、遺品整理やお⽚づけビジネスのニーズは今後ますます⾼まってくることが予想されます。課題となるのが、これらの業務にともなって発⽣する家
庭系ごみを、どう円滑に処理をしたらよいのかということ。国、法律家、そして⾃治体のごみ処理実務に詳しい専⾨家が、コンプライアンスを守って業務を遂⾏するため
に、必ず抑えておかなければならない廃棄物処理法のルールを解説します。そのうえで、⾼齢者⽣活⽀援サービスに先進的に取り組む企業や、遺品整理・お⽚づけ
のビジネスに取り組む事業者の事例を通じて、当該業務の実態に迫ります。 

「家庭から出る遺品整理・お片づけごみの扱いについて」（仮題） 

 環境省環境再⽣・資源循環局 廃棄物適正処理推進課 主査 ⼤塚⼀輝⽒ 

「高齢化時代の一時多量ごみと自治体のごみ処理政策」 公益財団法⼈廃棄物・３R 研究財団 調査部⻑ 藤波 博 ⽒ 

「違法行為をしないための遺品整理コンプライアンス」 阿部記念法律事務所 所⻑ 弁護⼠ 阿部 鋼 ⽒ 

「家財整理業者と連携した高齢者生活支援サービスの展開」 ホームネット株式会社 代表取締役 藤⽥ 潔 ⽒ 

「家庭系ごみのお片づけ・回収サービスが生み出す地域循環の新たな事業モデル」 

  株式会社⼭本エコロジーサービス 代表取締役社⻑ 平川知⾏⽒ 

「遺品整理で一歩先・唯一のサービスを目指して」 株式会社ワンステップサービス 代表取締役 藤川雅幸⽒ 

講座８ 
3 ⽉ 15 ⽇（⾦）10:00〜16:00 ◇ おひとり様 15,000 円（税込）
2019 年転換期に廃棄物処理法はどう対応するか 〜違反事例と罰則〜 

講座の説明**** 

「不適正処理防止のためのポイントと実務」 元神奈川県職員 元公益社団法⼈神奈川県産業資源循環協会専務理事 渡辺⼀法⽒ 
「廃棄物リスクの実態～取締りの厳格化を乗り切るためには～」 

 イーバリュー株式会社 環境ソリューショングループ マネージャー 佐藤 健 ⽒ 
「違反事例と罰則～最近起きた複雑な事案で、建設系、残置系、特管産廃を考えてみよう～」 

BUN 環境課題研修事務所 主宰 ⻑岡⽂明⽒ 

「廃棄物処理をめぐる最新動向 ～違反事例・法改正・資源循環動向等～ 」 佐藤泉法律事務所 弁護⼠ 佐藤 泉 ⽒ 

佐藤氏、長岡氏のパネルディスカッション 

 
 
※以上情報は 2019 年 2 ⽉ 6 ⽇時点のものです 
※セミナープログラムはやむを得ず変更になることがあります。最新情報は弊社 HP でご確認いただけます。 
 

〔問合せ先〕 ⽇報ビジネス株式会社 NEW 環境展記念セミナー事務局〔平⽇ 9:30〜11:50、12:50〜17:00〕 
 申込み・⽀払いについて：☎03-6685-9392 FAX03-5276-4432 
 セミナーの内容について： ☎03-3262-3488（環境編集部） 
 ◎3 ⽉ 12〜15 ⽇のセミナー事務局・環境編集部宛の電話は、環境展記念セミナーの会場に転送されます。 

 ◎3 ⽉ 11 ⽇ 17 時以降に届きました FAX は、3 ⽉ 18 ⽇まで確認・ご回答できません。予めご了承ください。


